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春、到来！
　3 月 14 日、道の駅春の感

謝祭が行われた道の駅「あゆ

の里矢田川」。

　多くの人でにぎわう広場で

は、春を待ちかねた「つくし」

の兄弟が、元気よく土から顔

を出していました。

　つくしの兄弟は、ぽかぽか

暖かいお日様と子どもたちの

笑顔をまぶしそうに見つめて

いました。

　（本号19ページに関連記事

を掲載）

今月号の主な内容
まちのうごき
　・町長施政方針
　・平成 22 年度予算概要
まちからのおしらせ
　・後期高齢者医療制度の保険料率決定
　・高齢者などの生活を支援する福祉事業
　・役場各課からのお知らせ　ほか
まちのできごと　　　　　　            
今昔物語
　( 別冊 けいじばん、いきいきカレンダー )
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まちのうごき
　

３
月
２
日
に
開
会
し
た
第
46
回
香
美
町

議
会
の
冒
頭
で
、
長
瀬
町
長
は
平
成
22
年

度
の
町
政
に
臨
む
所
信
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
な
か
で
町
長
は
、
合
併
し
て
５
周

年
の
節
目
で
、
第
二
期
香
美
町
政
の
実
質

的
な
ス
タ
ー
ト
と
な
る
平
成
22
年
度
を
、

「
創
造
と
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
具
現

化
を
図
る
初
年
度
と
位
置
づ
け
ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
展
開
と
し
て
、
①
過
疎

化
・
少
子
化
対
策
、
②
観
光
振
興
を
中
心

と
し
た
地
域
の
活
性
化
対
策
の
２
点
を
推

進
し
、
次
の
主
な
取
り
組
み
を
重
点
的
に

行
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
22
年
度
に
は
実
質
公
債
費

比
率
が
早
期
健
全
化
基
準
を
下
回
る
見
込

み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
行
財
政
改

革
を
維
持
し
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営
の

実
現
を
図
る
と
し
て
い
ま
す
。

①
過
疎
化
・
少
子
化
対
策
の

　

主
な
取
り
組
み

○
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

　

小
学
校
区
な
ど
を
単
位
と
し
、
住
民
団

体
な
ど
が
自
ら
取
り
組
む
地
域
課
題
の
解

決
や
、
地
域
づ
く
り
の
た
め
の
活
動
な
ど

に
対
し
て
支
援
を
行
い
、
住
民
の
自
主
的

な
ま
ち
づ
く
り
を
促
進
し
ま
す
。

（
本
号
12
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

○
小
規
模
集
落
対
策

　

戸
数
が
減
少
し
た
区
（
自
治
会
）
に
対

し
て
、
住
民
が
こ
れ
か
ら
も
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
、
今
以
上
に
元
気
や
活
力
が
高

ま
る
よ
う
な
支
援
や
対
策
を
進
め
ま
す
。

○
子
育
て
支
援
事
業
の
充
実

　

国
の
地
域
子
育
て
創
生
事
業
（
安
心
こ

ど
も
基
金
）
を
活
用
し
て
、
子
育
て
グ
ル
ー

プ
や
子
ど
も
育
成
団
体
な
ど
の
活
動
支
援
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
や
遊
具
の
整
備
、
若
者
の
交
流
事

業
の
支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
妊
婦
健
診
、
出
産
に
対
す
る
助
成
、

祝
金
の
贈
呈
な
ど
子
ど
も
を
産
み
や
す
い

環
境
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
放
課

後
子
ど
も
教
室
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を

充
実
さ
せ
、
働
き
な
が
ら
子
ど
も
を
育
て

る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
え
ま
す
。

○
若
者
交
流
事
業

　

町
内
の
独
身
男
性
の
結
婚
を
支
援
す
る

た
め
、
都
市
部
な
ど
の
独
身
女
性
と
の
交

流
事
業
を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

○
子
ど
も
手
当
の
支
給

　

平
成
22
年
度
は
、
所
得
制
限
を
設
け
ず

に
児
童
手
当
に
相
当
す
る
金
額
を
含
め
た

月
額
１
万
３
０
０
０
円
を
、
中
学
生
以
下

の
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
保
護
者
に
対

し
て
支
給
し
、
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
を

支
援
し
ま
す
。

○
認
定
こ
ど
も
園
の
整
備

　

「
香
美
町
保
育
所
等
の
あ
り
方
検
討
委
員

会
」
や
「
香
美
町
へ
き
地
保
育
所
の
あ
り

方
懇
話
会
」
で
の
答
申
を
踏
ま
え
、
へ
き

地
保
育
所
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
な
ど
と
協

議
を
重
ね
た
結
果
、
３
ヵ
所
の
へ
き
地
保

育
所
を
統
合
し
、
平
成
23
年
度
に
「
認
定

子
ど
も
園
」
を
開
設
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
開
設
に
向
け
て
、
忠
宮
へ
き
地
保

育
所
の
増
改
築
を
行
い
、
幼
稚
園
機
能
を

も
っ
た
保
育
所
機
能
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

○
教
育
環
境
会
議
の
開
催

　

少
子
化
の
進
行
に
伴
い
、「
ク
ラ
ス
替
え

が
で
き
な
い
」、「
複
式
学
級
に
な
る
」
な

ど
子
ど
も
の
教
育
環
境
は
大
き
く
変
化
し

て
い
ま
す
。

　

保
護
者
、
学
校
、
地
域
住
民
と
一
緒
に

な
り
、
学
校
教
育
、
社
会
教
育
を
含
め
た

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
検
討
し
、
教

育
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
、
学
校
区
ご

と
に
教
育
環
境
会
議
を
開
催
し
ま
す
。

○
学
校
施
設
・
遊
具
の
改
修

　

園
児
、
児
童
、
生
徒
が
安
全
で
安
心
な

学
校
（
園
）
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
学
校

施
設
な
ど
の
改
修
と
、
楽
し
く
遊
ぶ
た
め

の
遊
具
の
修
繕
な
ど
を
行
い
ま
す
。

○
ふ
る
さ
と
教
育
の
推
進

　

学
校
教
育
で
は
、「
ふ
る
さ
と
教
育
応
援

団
」
や
「
ふ
る
さ
と
も
の
し
り
博
士
」
の

一
層
の
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、
社
会
教

育
の
「
学
校
支
援
本
部
事
業
」
と
の
連
携

を
深
め
、
幅
広
い
ふ
る
さ
と
教
育
の
展
開

と
深
化
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
小
学
校
３
年
生
を
対
象
に
し
た

「
環
境
体
験
学
習
」
と
５
年
生
を
対
象
と
し

た
「
自
然
学
校
」
を
す
べ
て
の
小
学
校
で

行
い
ま
す
。

　

社
会
教
育
で
は
、
学
校
、
家
庭
、
地
域

と
各
種
団
体
が
一
体
と
な
っ
た
、
ふ
る
さ

と
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
を
推
進
し
、

「
香
美
町
ふ
る
さ
と
教
育
交
流
会
」
や
「
ふ

る
さ
と
語
り
部
講
座
」
の
開
催
、「
校
区
版

ふ
る
さ
と
ガ
イ
ド
」
の
編
集
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
公
民
館
で
「
地
域
に
お
け
る

ふ
る
さ
と
文
化
い
き
い
き
教
室
」
を
行
い

ま
す
。

平
成
22
年
度　

町
長
施
政
方
針
（
要
旨
）

 　
「
創
造
と
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
と
「
行
財
政
改
革
」
の
推
進

▲施政方針を述べる長瀬町長



3

②
観
光
振
興
を
中
心
と
し
た
地
域

　

 
活
性
化
対
策
の
主
な
取
り
組
み

○
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｇ
Ｇ
Ｎ
）

　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
な

ど
と
連
携
し
、
Ｇ
Ｇ
Ｎ
加
盟
に
向
け
た
活

動
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
中
核
施
設
で
あ
る
「
海
の
文
化

館
」
で
の
展
示
・
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
や
、

町
内
各
所
に
案
内
看
板
を
設
置
す
る
と
と

も
に
、
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
ジ
オ
パ
ー
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
実
施
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
の
育
成
な
ど
町
内
外
へ
の
情
報
発

信
と
受
け
入
れ
体
制
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

○
山
・
高
原
・
滝
な
ど
の
自
然
を
活
用
し

　

た
四
季
型
観
光
の
推
進

　

ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
だ
け
で
な
く
、
四
季

を
通
じ
た
誘
客
の
た
め
、
山
の
祭
典
「
但

馬
牛
・
食
ま
つ
り
」
や
「
但
馬
牛
ゆ
っ
た

り
ウ
ォ
ー
ク
」
を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
町
が
指
定
管
理
を
受
託
す
る

県
立
兎
和
野
高
原
野
外
教
育
セ
ン
タ
ー
を

有
効
活
用
す
る
た
め
、
既
存
事
業
を
拡
充

す
る
と
と
も
に
、
町
立
施
設
と
の
連
携
や

地
元
資
源
の
利
活
用
を
図
り
ま
す
。

○
特
産
品
を
活い

か
し
た
観
光
振
興

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
特
産
物
な
ど
に
使
用

す
る
観
光
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
作
成
し
、

本
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
Ｐ
Ｒ
を
図
る

と
と
も
に
、
香
住
ガ
ニ
ま
つ
り
な
ど
の
特

産
物
を
活
用
し
た
既
存
イ
ベ
ン
ト
を
充
実

さ
せ
、
テ
レ
ビ
を
中
心
と
す
る
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
の
有
効
活
用
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
町
長
が
団
長
と
な
る
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
行
い
、
京
阪
神
な
ど

の
主
要
な
場
所
で
、
特
産
品
や
イ
ベ
ン
ト

情
報
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
し
、
本
町
へ
の
誘
客
を

図
り
ま
す
。

○
長
期
滞
在
・
交
流
型
の
観
光
振
興

　

現
在
、
小
学
校
が
行
う
農
山
漁
村
地
域

で
の
体
験
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、「
子
ど

も
農
山
漁
村
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
全

国
的
に
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
小
学
校
を
積
極
的
に
受
け

入
れ
よ
う
と
、
自
然
学
校
受
入
協
議
会
を

設
立
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
魅
力
あ
る

体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
整
備
と
小
学
校
誘
致
の

た
め
の
Ｐ
Ｒ
を
さ
ら
に
進
め
ま
す
。

　

吹
田
市
、
門
真
市
、
尼
崎
市
な
ど
都
市

と
の
交
流
で
は
、「
香
美
町
魅
力
体
験
ツ

ア
ー
」
を
日
帰
り
型
か
ら
宿
泊
型
に
移
行

さ
せ
、
滞
在
型
の
交
流
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
但
馬
で
唯
一
の
療
養
規
格
温
泉

で
あ
る
「
ハ
チ
北
温
泉
湯
治
の
郷
」
を
活

用
し
た
「
湯
治
場
づ
く
り
」
を
地
元
関
係

者
と
連
携
し
て
行
い
、
長
期
の
滞
在
と
地

域
と
の
交
流
を
推
進
し
ま
す
。

○
持
続
可
能
な
漁
業
へ
の
支
援

　

漁
業
資
源
の
確
保
の
た
め
、
魚
介
類
の

稚
魚
や
種
苗
放
流
に
対
し
て
支
援
を
行
う

と
と
も
に
、
漁
業
者
を
支
援
す
る
た
め
、

漁
船
新
建
造
な
ど
に
対
す
る
利
子
補
給
の

継
続
や
、
漁
獲
共
済
加
入
者
促
進
事
業
の

補
助
率
を
拡
充
（
20
％
か
ら
25
％
）
し
ま
す
。

　

ま
た
、
魚
類
残
さ
い
処
理
場
で
の
廃
発

泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
処
分
に
対
す
る
支
援
額

を
、
50
万
円
か
ら
80
万
円
に
増
額
し
ま
す
。

○
魚
食
普
及
の
推
進

　

魚
料
理
が
苦
手
な
若
い
母
親
な
ど
を
対

象
に
、
地
元
産
の
魚
な
ど
を
使
用
し
た
料

理
の
講
習
会
を
開
催
し
、
魚
食
の
普
及
や

地
産
地
消
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
関
係
団
体
と
協
力
し
、
消
費
者

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
香
住
水
産
物
の
販
売

促
進
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
す
。

○
堆
肥
を
活
用
し
た
有
機
の
里
づ
く
り

　

県
の
繁
殖
和
牛
増
頭
計
画
に
合
わ
せ
、

本
町
も
平
成
22
年
度
末
に
１
３
０
０
頭
の

増
頭
達
成
を
図
る
た
め
、
優
良
雌
牛
の
保

留
事
業
や
配
合
飼
料
の
高
騰
に
対
応
す
る

価
格
安
定
基
金
へ
の
加
入
を
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
村
岡
有
機
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
小

代
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
牛
ふ
ん
堆た

い

ひ肥
を
使
用

し
、
栄
養
価
の
高
い
野
菜
や
良り

ょ

う

し

ょ

く

み

ま

い

食
味
米
の

栽
培
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

○
地
域
農
業
水
利
施
設
保
全
対
策

　

農
業
用
水
利
施
設
の
長
寿
命
化
を
図
る

と
と
も
に
、
漏
水
に
よ
る
水
不
足
を
解
消

し
、
安
定
的
な
水
利
を
確
保
す
る
た
め
、

既
存
水
路
の
改
修
を
香
住
区
（
１
ヵ
所
）

お
よ
び
小
代
区
（
２
ヵ
所
）
で
行
い
ま
す
。

▲地びき網など多様なメニューがある自然学校
　（写真はイメージ）

○
余
部
鉄
橋
の
保
存
活
用

　

余
部
鉄
橋
の
姿
を
継
承
し
、
地
域
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、
県
が
整
備
す
る
「
空

の
駅
」
に
合
わ
せ
て
、道
の
駅
「
あ
ま
る
べ
」

（
仮
称
）
の
開
設
準
備
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
撤
去
鋼
材
を
利
用
し
た
オ
ブ
ジ
ェ

や
グ
ッ
ズ
の
具
現
化
を
検
討
し
ま
す
。

▲勇壮な姿を見せる地域のシンボル「余部鉄橋」

▲雄大な自然を活用し、観光を推進
　（写真は兎和野高原でのツリーイングの様子）
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まちのうごき

③
そ
の
ほ
か
の
主
な
取
り
組
み

○
高
齢
者
な
ど
の
生
活
支
援

　

（
介
護
タ
ク
シ
ー
利
用
給
付
事
業
の
新
設
）

　

寝
た
き
り
や
車
椅
子
の
人
が
病
院
な
ど

に
行
く
場
合
、
現
在
は
香
美
町
社
会
福
祉

協
議
会
に
委
託
し
て
い
る
外
出
支
援
サ
ー

ビ
ス
が
利
用
で
き
ま
す
が
、
こ
れ
は
平
日

に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き

な
い
、
平
日
の
緊
急
時
や
夜
間
、
土
、
日
、

祝
日
な
ど
に
介
護
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
た

場
合
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
制

度
を
新
設
し
ま
す
。

（
本
号
9
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

○
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
整
備
支
援

　

施
設
入
所
者
待
機
対
策
と
し
て
、
事
業

者
が
町
内
で
行
う
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
整

備
に
対
し
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

○
医
師
の
確
保
対
策

　

全
国
自
治
体
病
院
協
議
会
や
県
国
保
連

合
会
な
ど
に
医
師
確
保
を
引
き
続
き
依
頼

し
、
地
域
医
療
体
制
の
維
持
に
努
め
ま
す
。

○
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
の
推
進

　

乳
が
ん
や
子
宮
頸
が
ん
健
診
の
受
診
率

が
伸
び
悩
ん
で
い
る
た
め
、
子
宮
頸
が
ん

検
診
は
20
歳
か
ら
40
歳
ま
で
、
乳
が
ん
検

診
は
40
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
５
歳
ご
と
の

節
目
の
人
に
、
検
診
手
帳
お
よ
び
無
料
ク
ー

ポ
ン
券
を
送
付
し
、
受
診
率
の
向
上
を
図

り
ま
す
。

○
町
道
の
新
設
改
良
事
業

　

道
路
の
整
備
を
進
め
、
交
通
の
円
滑
化

や
安
全
性
の
確
保
、
ま
た
地
域
の
振
興
や

交
流
促
進
な
ど
を
図
り
ま
す
。

　

国
の
地
域
活
力
基
盤
創
造
交
付
金
を
活

用
し
、
三
田
矢
田
線
な
ど
３
路
線
を
整
備

す
る
ほ
か
、
橋
長
が
15
ｍ
以
上
の
82
橋
を

点
検
し
、修
繕
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
ま
た
、

町
単
独
の
事
業
で
は
、
西
浜
線
な
ど
８
路

線
を
整
備
し
ま
す
。

○
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
へ
の
対
応

　

平
成
23
年
７
月
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ

ビ
放
送
完
全
移
行
に
対
応
す
る
た
め
、
共

聴
組
合
の
行
う
施
設
の
新
設
や
改
修
な
ど

に
対
し
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

○
公
共
交
通
の
維
持
確
保

　

住
民
の
日
常
交
通
手
段
を
維
持
確
保
す

る
た
め
、
町
民
バ
ス
を
継
続
し
て
運
行
し

ま
す
。
ま
た
、
特
急
は
ま
か
ぜ
新
型
車
両

導
入
に
伴
う
輸
送
改
善
事
業
（
地
上
設
備

改
良
）
を
行
い
ま
す
。

○
町
合
併
５
周
年
記
念
事
業

　

合
併
５
周
年
を
迎
え
、
合
併
後
の
町
の

歩
み
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
町
民
の
さ

ら
な
る
一
体
感
の
醸
成
を
図
り
、
こ
れ
か

ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
契
機
と
す
る
た
め
、

記
念
式
典
や
各
種
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

○
た
じ
ま
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
設
置

　

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
を
も
っ
と
気

軽
に
行
え
る
よ
う
、
但
馬
管
内
の
各
市
町

が
連
携
し
て
但
馬
文
教
府
内
に
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
を
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、
役
場
に
消

費
生
活
相
談
員
を
１
名
配
置
し
、
よ
り
相

談
し
や
す
い
環
境
を
整
え
ま
す
。

財
政
の
健
全
化
に
向
け
て

○
実
質
公
債
費
比
率
の
引
き
下
げ

　

自
治
体
の
財
政
の
健
全
化
を
示
す
指
標

の
一
つ
で
あ
る
実
質
公
債
費
比
率
が
、
平

成
18
年
度
は
28
・
８
％
と
、
全
国
で
第
７

位
、
県
内
で
は
最
も
高
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

人
件
費
の
削
減
、
使
用
料
や
手
数
料
な
ど

の
引
き
上
げ
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
未
利
用
町
有
地
の
売
却
な
ど
、

行
財
政
改
革
を
集
中
的
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
地
方
債
の
繰
上
償
還
な
ど
を
行
い

実
質
公
債
費
比
率
の
引
き
下
げ
に
努
め
て

き
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
平
成
22
年
度
（
平
成
21
年

度
決
算
）
に
は
早
期
健
全
化
基
準
の
25
％

を
下
回
る
24
・
８
％
に
な
る
見
込
み
で
す
。

　

今
後
も
、
健
全
化
基
準
で
あ
る
18
％
未

満
と
な
る
よ
う
、
計
画
的
に
実
質
公
債
費

比
率
の
引
き
下
げ
に
努
め
ま
す
。

○
行
財
政
改
革
の
仕
上
げ
と
総
点
検

　

平
成
18
年
度
に
策
定
し
た
町
行
財
政
改

革
大
綱
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
基
金
（
財

政
調
整
基
金
と
減
債
基
金
の
合
計
額
）
約

７
億
円
を
確
保
し
、
起
債
発
行
額
を
年

12
億
円
以
内
に
抑
制
し
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
大
綱
は
平
成
22
年
度
が
最

終
年
度
で
す
の
で
、
今
ま
で
の
取
り
組
み

の
総
点
検
と
検
証
を
通
し
て
、
平
成
23
年

度
以
降
の
第
二
期
行
財
政
改
革
の
計
画
策

定
を
進
め
ま
す
。

○
有
害
鳥
獣
対
策
（
大
型
捕
獲
檻
の
設
置
）

　

年
間
２
９
０
０
万
円
を
超
え
る
農
林
業

被
害
だ
け
で
な
く
、
サ
ル
に
よ
る
人
へ
の

威い

か

く嚇
行
動
、
民
家
周
辺
で
の
ク
マ
の
出
没

な
ど
、
有
害
鳥
獣
は
町
民
の
生
活
を
脅

お
び
や

か

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
頭
数
を
減
ら
す
た
め
、
わ
な

免
許
取
得
の
推
進
を
は
じ
め
、
檻
の
設
置

に
対
す
る
支
援
を
強
化
し
ま
す
。

　

ま
た
、
サ
ル
に
つ
い
て
は
、
小
型
の
箱

わ
な
に
加
え
、
大
型
捕
獲
檻
を
導
入
し
て

捕
獲
活
動
を
行
い
ま
す
。

○
ふ
る
さ
と
商
品
券
の
発
行
補
助

　

消
費
者
の
町
外
流
出
を
食
い
止
め
、
町

内
商
店
な
ど
で
の
購
買
を
促
進
す
る
た
め
、

香
美
町
商
工
会
が
行
う
「
ふ
る
さ
と
プ
レ

ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
」
に
対
し
、
プ
レ
ミ

ア
ム
分
な
ど
を
補
助
し
ま
す
。

○
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
基
金
事
業
（
都
市

と
の
交
流
促
進
委
託
事
業
）

　

「
香
美
町
魅
力
体
験
ツ
ア
ー
」
な
ど
の
企

画
立
案
や
旅
行
会
社
と
の
調
整
、
ま
た
、

観
光
情
報
の
収
集
や
新
た
な
観
光
ル
ー
ト

の
開
発
な
ど
を
担
当
す
る
た
め
の
職
員
を

各
観
光
協
会
で
雇
用
し
、
交
流
を
促
進
し

ま
す
。

▲好評の香美町魅力体験ツアー
　（写真は猿尾滝見学の様子）
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平
成
22
年
度
予
算
（
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
企
業
会
計
）

 　

総
額
２
１
９
億
円
の
ま
ち
づ
く
り

会　計　区　分 平成22年度 平成21年度 比較増減 増減率

 一　般　会　計 12,422,000 12,156,000 266,000 2.2
 特　別　会　計 7,506,914 7,822,000 △ 315,086 △ 4.0
国民健康保険事業 2,839,500 2,863,900 △ 24,400 △ 0.9
事業勘定 2,500,000 2,520,000 △ 20,000 △ 0.8
佐津診療施設勘定 13,400 12,100 1,300 10.7
兎塚・川会・原診療施設勘定 36,000 40,500 △ 4,500 △ 11.1
小代診療施設勘定 198,500 200,100 △ 1,600 △ 0.8
兎塚・川会歯科診療施設勘定 91,600 91,200 400 0.4

老人保健事業 2,000 4,600 △ 2,600 △ 56.5
後期高齢者医療保険事業 249,800 243,500 6,300 2.6
介護保険事業 1972,000 1,967,000 5,000 0.3
簡易水道事業 383,300 626,200 △ 242,900 △ 38.8
下水道事業 1,979,300 2,024,200 △ 44,900 △ 2.2
財産区 4,100 3,500 600 17.1
町立地方卸売市場事業 1,800 1,900 △ 100 △ 5.3
国民宿舎事業 37,200 37,600 △ 400 △ 1.1
矢田川憩いの村事業 30,000 30,100 △ 100 △ 0.3
宅地造成事業 7,914 19,500 △ 11,586 △ 59.4

 企　業　会　計 2,015,649 2,087,660 △ 72,011 △ 3.4
公立香住病院事業 1,454,824 1,724,098 △ 269,274 △ 15.6
収益的支出 1,243,366 　　1,234,356 9,010 0.7
資本的支出 211,458 489,742 △ 278,284 △ 56.8

上水道事業 560,825 363,562 197,263 54.3
収益的支出 199,540 198,731 809 0.4
資本的支出 361,285 164,831 196,454 119.2

　　　　合　　　計 21,944,563 22,065,660 △ 121,097 △ 0.5

　

平
成
22
年
度
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

は
、「
創
造
と
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の

具
現
化
を
図
る
た
め
、
優
先
度
の
高
い
事

業
へ
重
点
的
に
予
算
配
分
を
行
う
と
と
も

に
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営
の
実
現
に
向

け
、
前
年
度
に
引
き
続
き
、
地
域
振
興
基

金
６
億
円
の
造
成
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し

た
。

　

そ
の
結
果
と
し
て
一
般
会
計
、
特
別
会

計
、
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
本
町
の
予
算
総

額
は
、
２
１
９
億
４
４
５
６
万
３
千
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
、
１
億
２
１
０
９
万
７
千

円
、
率
に
し
て
０
・
５
％
の
減
と
な
り
ま
し

た
。（
表
１
）

　

ま
た
、
平
成
21
年
度
は
、
財
政
健
全
化

法
が
本
格
実
施
さ
れ
、
本
町
の
実
質
公
債

費
比
率
は
、
26
・
６
％
と
早
期
健
全
化
基

準
の
25
・
０
％
を
上
回
り
、
早
期
健
全
化

団
体
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
個
別
外
部
監
査
に
基
づ
く

監
査
を
行
い
財
政
健
全
化
計
画
を
策
定
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
平
成
22
年
度
の

実
質
公
債
費
比
率
は
、
24
・
８
％
と
な
る

見
込
み
で
早
期
健
全
化
基
準
を
下
回
る
見

通
し
で
す
。

各
会
計
の
予
算
概
要

○
一
般
会
計

　

予
算
総
額
は
、
１
２
４
億
２
２
０
０
万
円

で
、
前
年
度
に
比
べ
、
２
億
６
６
０
０
万

円
、
率
に
し
て
２
・
２
％
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

増
額
と
な
っ
た
主
な
要
因
は
、
子
ど
も

手
当
の
創
設
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
歳
入
、
歳
出
の
主
な
内
訳
は
次

ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。

○
特
別
会
計

　

11
あ
る
特
別
会
計
の
予
算
総
額
は
、

75
億
６
９
１
万
４
千
円
で
、
前
年
度
に
比

べ
、
３
億
１
５
０
８
万
６
千
円
、
率
に
し

て
４
・
０
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

減
額
と
な
っ
た
主
な
要
因
は
、
公
的
資

金
補
償
金
免
除
繰
上
償
還
に
伴
う
借
換
債

の
終
了
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

○
企
業
会
計

　

２
つ
あ
る
企
業
会
計
の
予
算
総
額
は
、

20
億
１
５
６
４
万
９
千
円
で
、
前
年
度
に

比
べ
、
７
２
０
１
万
１
千
円
、
率
に
し
て

３
・
４
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

減
額
と
な
っ
た
主
な
要
因
は
、
公
立
香

住
病
院
事
業
企
業
会
計
の
公
的
資
金
補
償

金
免
除
繰
上
償
還
に
伴
う
借
換
債
の
終
了

な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

（表1）　平成22年度の各会計予算　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円、％）
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まちのうごき

平
成
22
年
度
一
般
会
計
予
算

の
内
訳
（
図
２
）

◆◆  

歳歳  

入入

　

町
税
な
ど
一
般
財
源
の
合
計
額
は
、

85
億
４
４
３
４
万
３
千
円
（
前
年
度
比

２
・
８
％
増
）
で
す
。

①
町
税

　

18
億
４
７
３
０
万
３
千
円
（
前
年
度
比

３
・
９
％
減
）
で
、
減
収
の
主
な
要
因
は
、

個
人
町
民
税
、
法
人
町
民
税
の
減
少
な
ど

に
よ
る
も
の
で
す
。

②
普
通
地
方
交
付
税

　

新
設
さ
れ
た
地
域
活
性
化
・
雇
用
等
臨

時
特
例
費
を
含
み
、
56
億
９
２
０
０
万
円

（
前
年
度
比
６
・
６
％
増
）
と
な
り
、
前
年

度
決
算
額
56
億
２
８
４
３
万
８
千
円
に
比

べ
る
と
、
６
３
５
６
万
２
千
円
、
１
・
１
％

の
増
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
交
付
税
の
不

足
分
を
補
う
臨
時
財
政
対
策
債
を
合
わ
せ

る
と
64
億
６
０
０
万
円
で
、
前
年
度
実
績

の
61
億
７
７
３
９
万
６
千
円
に
比
べ
る
と
、

２
億
２
８
６
０
万
４
千
円
、
３
．
７
％
の

増
と
な
り
ま
す
。

③
特
別
地
方
交
付
税

　

５
億
５
４
０
０
万
円
（
前
年
度
比

５
・
１
％
減
）
で
、
減
収
の
要
因
は
、
頑
張

る
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
支
援
措
置
の
終
了

に
よ
る
も
の
で
す
。

④
繰
入
金

　

３
２
３
７
万
８
千
円
（
前
年
度
比
76
・

８
％
減
）
で
、
減
額
の
要
因
は
、
財
政
調

整
基
金
繰
入
金
、
減
債
基
金
繰
入
金
、
土

地
開
発
基
金
繰
入
金
の
皆
減
に
よ
る
も
の

で
す
。

⑤
地
方
債

　

16
億
６
４
９
０
万
円
（
前
年
度
比

９
・
８
％
減
）
で
、
減
額
の
主
な
要
因
は
、

公
的
資
金
補
償
金
免
除
繰
上
償
還
に
伴
う

借
換
債
１
億
９
５
７
０
万
円
の
終
了
な
ど

に
よ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
地
域
振
興
基

金
造
成
分
５
億
７
０
０
０
万
円
を
除
く
と

10
億
９
４
９
０
万
円
と
な
り
ま
す
。　

　

今
後
の
財
政
運
営
お
よ
び
実
質
公
債
費

比
率
の
改
善
を
図
る
観
点
か
ら
、
当
分
の

間
、
地
方
債
発
行
額
を
12
億
円
の
範
囲
内

に
抑
制
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
投
資
的

事
業
は
緊
急
性
の
高
い
事
業
に
絞
り
込
み

発
行
額
を
抑
え
て
い
ま
す
。

◆◆  
歳歳  
出出

①
人
件
費

　

20
億
７
３
３
６
万
６
千
円
（
前
年
度
比

１
・
４
％
減
）
で
、
減
額
の
主
な
要
因
は
、

町
長
の
給
与
減
額
、
議
員
定
数
の
見
直
し

に
よ
る
報
酬
の
減
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

②
扶
助
費

　

９
億
７
０
２
０
万
６
千
円
（
前
年
度
比

31
・
０
％
増
）
で
、
増
額
の
主
な
要
因
は
、

子
ど
も
手
当
２
億
９
１
８
５
万
円
の
増
な

ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

③
補
助
費
等

　

14
億
６
４
７
８
万
円
（
前
年
度
比

２
・
６
％
減
）
で
、
減
額
の
主
な
要
因

は
、
畜
産
基
地
建
設
事
業
費
償
還
金

４
７
１
３
万
円
の
終
了
な
ど
に
よ
る
も
の

で
す
。

④
普
通
建
設
事
業
費

　

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
や
道
整
備

交
付
金
事
業
が
終
了
し
た
こ
と
に
よ
り
、

７
億
６
７
１
６
万
３
千
円
（
前
年
度
比

６
・
２
％
減
）
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
平
成

22
年
２
月
補
正
（
国
２
号
補
正
関
連　

地

域
活
性
化
・
き
め
細
か
な
臨
時
交
付
金
な

ど
）
の
約
３
億
６
０
０
０
万
円
を
合
わ
せ

る
と
約
11
億
円
と
な
り
ま
す
。

⑤
公
債
費

　

平
成
22
年
３
月
に
１
億
９
５
７
０
万
円

の
公
的
資
金
補
償
金
免
除
繰
上
償
還
を
行

い
、
25
億
３
４
４
２
万
３
千
円
（
前
年
度

比
５
・
８
％
減
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

⑥
積
立
金

　

７
億
５
１
６
１
万
１
千
円
（
前
年
度
比

12
・
０
％
増
）
で
、
増
額
の
主
な
要
因
は
、

地
域
振
興
基
金
の
造
成
６
億
円
（
前
年
度

５
億
円
）
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

⑦
繰
出
金

　

19
億
６
０
９
０
万
１
千
円
（
前
年
度

比
７
・
１
％
増
）
で
、
増
額
の
主
な
要
因

は
、
下
水
道
事
業
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金

１
億
１
９
６
４
万
１
千
円
の
増
な
ど
に
よ

る
も
の
で
す
。

◆◆  

財
政
調
整
基
金
・
減
債
基
金

財
政
調
整
基
金
・
減
債
基
金

　

２
基
金
の
平
成
21
年
度
末
合
計
額
は

８
億
４
７
１
０
万
８
千
円
の
見
込
み
で
、

平
成
22
年
度
当
初
予
算
に
お
い
て
、
平
成

20
年
度
と
平
成
21
年
度
の
繰
上
償
還
に
係

る
元
金
相
当
額
を
積
み
立
て
る
こ
と
な
ど

に
よ
り
、
平
成
22
年
度
末
残
高
見
込
額
を

10
億
２
７
７
１
万
１
千
円
と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
22
年
度
当
初
予
算
で
は
、

２
基
金
の
取
り
崩
し
を
行
わ
ず
に
予
算
を

編
成
し
て
い
ま
す
。

◆◆  

地地  

方方  

債債

①
一
般
会
計
で
は
…　

　

一
般
会
計
の
平
成
21
年
度
末
現
在
高

は
、
１
９
５
億
１
０
９
０
万
８
千
円

の
見
込
み
で
す
が
、
平
成
22
年
度
の
発

行
額
を
16
億
６
４
９
０
万
円
、
元
金
償

還
額
を
22
億
７
４
２
万
４
千
円
と
し
て

い
ま
す
の
で
、
平
成
22
年
度
末
現
在
高

は
、
５
億
４
２
５
２
万
４
千
円
減
の

１
８
９
億
６
８
３
８
万
４
千
円
と
な
る
見

込
み
で
す
。

②
す
べ
て
の
会
計
で
は
…　

　

す
べ
て
の
会
計
の
平
成
21
年
度
末
合
計

現
在
高
は
、
４
２
８
億
４
４
１
４
万
８
千

円
の
見
込
み
で
す
が
、
平
成
22
年
度
の

発
行
額
を
24
億
６
１
２
０
万
円
、
元
金
償

還
額
を
37
億
７
８
７
８
万
７
千
円
と
し
て

い
ま
す
の
で
、
平
成
22
年
度
末
合
計
現
在

高
は
、
13
億
１
７
５
８
万
７
千
円
減
の

４
１
５
億
２
６
５
６
万
１
千
円
と
な
る
見

込
み
で
す
。（
図
１
）

　

な

お
、

住

民

一

人

当

た

り

の

地

方
債
残
高
は
、
平
成
22
年
度
末
で
約

１
９
５
万
３
千
円
（
交
付
税
措
置
に
よ

る
補
て
ん
率
約
50
％
を
考
慮
す
る
と
、

97
万
７
千
円
）
と
な
り
ま
す
。

（図１）
地方債残高（全会計）の推移

平
成
平
成
1717
年
度
年
度

４
９
２
億
円

４
９
２
億
円

（億円）（億円）
500500

480480

460460

440440

420420

400400

平
成
平
成
1818
年
度
年
度

平
成
平
成
1919
年
度
年
度

平
成
平
成
2020
年
度
年
度

平
成
平
成
2121
年
度
年
度

平
成
平
成
2222
年
度
年
度

４
８
７
億
円

４
８
７
億
円

４
６
７
億
円

４
６
７
億
円

４
４
６
億
円

４
４
６
億
円

４
２
８
億
円

４
２
８
億
円

４
１
５
億
円

４
１
５
億
円
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◆◆  

主
な
財
政
指
標

主
な
財
政
指
標

①
実
質
赤
字
比
率
・
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

平
成
21
年
度
決
算
で
黒
字
に
な
る
見
込

み
で
、
両
比
率
と
も
赤
字
比
率
は
発
生
し

な
い
見
通
し
で
す
。

②
実
質
公
債
費
比
率

　

平
成
21
年
度
は
、
26
・
６
％
で
早
期
健

全
化
基
準
の
25
・
０
％
を
上
回
り
早
期
健

全
化
団
体
と
な
り
ま
し
た
が
、
平
成
22
年

度
は
、
24
・
８
％
と
な
る
見
込
み
で
、
早

期
健
全
化
基
準
を
下
回
る
見
通
し
で
す
。

（
図
3
）

③
将
来
負
担
比
率

　

平
成
21
年
度
は
２
４
１
・
５
％
、
平
成
22

年
度
は
２
１
６
・
６
％
と
な
り
、
24
・
９
ポ

イ
ン
ト
改
善
す
る
見
込
み
で
す
。（
早
期
健

全
化
基
準
３
５
０
・
０
％
）

④
資
金
不
足
比
率

　

平
成
22
年
度
は
、
す
べ
て
の
会
計
に
お

い
て
、
資
金
不
足
比
率
は
発
生
し
な
い
見

込
み
で
す
。

（図3）
実質公債費比率の推移

35.035.0

30.030.0

25.025.0

20.020.0

15.015.0

10.010.0

平
成
平
成
1919
年
度
年
度

平
成
平
成
2020
年
度
年
度

平
成
平
成
2121
年
度
年
度

平
成
平
成
2222
年
度
年
度

（％）（％）

29.4％29.4％
27.4％27.4％

26.6％26.6％
24.8％24.8％

歳出合計
124億 2,200万円

公債費公債費
　25 億 3,444 万 3 千円　25 億 3,444 万 3 千円
　20.4％　20.4％

民生費民生費
　23 億 5,059 万 1 千円　23 億 5,059 万 1 千円
　18.9％　18.9％

総務費総務費
　20 億 2,593 万円　20 億 2,593 万円
　16.3％　16.3％

衛生費衛生費
　14 億 1,868 万 8 千円　14 億 1,868 万 8 千円
　11.4％　11.4％

土木費土木費
　12 億 2,953 万 9 千円　12 億 2,953 万 9 千円
　9.9％　9.9％

教育費教育費
　11 億 7,550 万 9 千円　11 億 7,550 万 9 千円
　9.5％　9.5％

農林水産業費農林水産業費
　7億 4,862 万 8 千円　7億 4,862 万 8 千円
　6.0％　6.0％

消防費消防費
　5億 2,060 万 2 千円
　4.3％　4.3％

商工費商工費
　2億 7,324 万 8 千円
　2.2％　2.2％

議会費
　9,221 万 4 千円
　0.7％　0.7％

労働費　3,065 万 9 千円　0.2％　3,065 万 9 千円　0.2％
予備費予備費　2,189 万 9 千円　0.2％　2,189 万 9 千円　0.2％
災害復旧費災害復旧費　　　5万円　0.0％　　　5万円　0.0％

町民税

　31,397円

固定資産税

　48,779円

軽自動車税

　2,458円

たばこ税

　3,900円 ※入湯税を除く
※町民１人当たりの計算は、平成
　22年 3月 1日現在の人口 21,231
　人を基にしています。

町民1人当たりの税負担額町民1人当たりの税負担額

86,534円86,534円（前年度88,475円）（前年度88,475円）

一
般
会
計
予
算
を
町
民
一
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
…

一
般
会
計
予
算
を
町
民
一
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
…

公債費

119,375円
　国などから借り入
れたお金（町債）の
返済などに使うお金
です。

民生費

110,715円
　社会福祉事業や医
療費助成など、安定
した社会生活を保障
するために使うお金
です。

総務費

95,423円
　新しいまちづくり
や戸籍、徴税、選挙、
監査事務など町の総
括的な事務に使うお
金です。

衛生費

66,822円
　健康診断や各種診
断、ごみ処理など、
健康で衛生的な生活
環境を保つために使
うお金です。

土木費

57,912円
　道路、河川、町営
住宅などの整備や維
持管理に使うお金で
す。

教育費

55,368円
　学校教育、社会教
育など、教育各般に
使うお金です。

農林水産業費

35,261円
　農業、林業、畜産
業、水産業の振興に
使うお金です。

消防費

24,521円
　消防や救急活動に
使うお金です。

商工費

12,870円
　観光の振興や商工
業の振興などに使う
お金です。

議会費

4,343円
　町議会の運営に使
うお金です。

そのほか

2,478円
　労働費・災害復旧
費・予備費です。 ※町民１人当たりの

　計算は、平成 22 年
　3 月 1 日現在の人
　口 21,231 人を基に
　しています。

町民1人当たりに使うお金町民1人当たりに使うお金

585,088円585,088円（前年度562,205円）（前年度562,205円）

（図 2）
一般会計予算内訳

歳入合計
124億 2,200万円

町税町税
　18 億 4,730 万 3 千円　18 億 4,730 万 3 千円
　14.9％　14.9％

使用料・手数料
　2億 12 万 5千円
　1.6％

分担金・負担金
　7,896 万 6千円
　0.6％　0.6％

繰入金
　3,237 万 8 千円　3,237 万 8 千円
　0.3％　0.3％

諸収入ほか
　5億 4,116 万 4 千円　5億 4,116 万 4 千円
　4.4％　4.4％

地方交付税地方交付税
　62 億 4,600 万円　62 億 4,600 万円
　50.3％　50.3％

町債町債
　16 億 6,490 万円　16 億 6,490 万円
　13.4％　13.4％

国県支出金国県支出金
　13 億 6,012 万 4 千円　13 億 6,012 万 4 千円
　10.9％　10.9％

贈与税・交付金
　4億 5,104 万円
　3.6％

自主財源自主財源
　21.7％　21.7％

依存財源依存財源
　78.3％　78.3％
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まちからのおしらせ

後期高齢者医療制度

平成22・23年度　保険料率平成22・23年度　保険料率の が決定しました

１　保険料率

2　保険料の計算方法

3　所得の低い人の保険料軽減措置

　保険料率とは、保険料を算出する基準で、

すべての被保険者が均等に負担する「均等割

額」と、被保険者の所得に応じて負担する「所

得割率」からなります。この率は、2年ごと

に決定されます。

平成 20・21 年度保険料率

　均等割額…43,924 円

　所得割率…8.07％

平成22・23年度保険料率

　均等割額…43,924 円

　所得割率…8.23％

年間保険料は、均等割額と所得割額の合計となります。

均等割額

（43,924円）

所得割額

（総所得金額等※－ 33 万円）× 8.23％

年間保険料

（最高 50 万円）＝ ＋

総所得金額等とは、前年収

入から公的年金等控除額や

給与所得控除額などを差し

引いた額であり、所得控除

（社会保険料控除、扶養控

除など）は含みません。

※

4　被用者保険の被扶養者であった人の
　   保険料軽減措置

　同一世帯内の被保険者および世帯主の所

得が確認できている場合は、申請の必要は

ありませんが、未申告などで所得の確認が

できない場合は、簡易申告などが必要にな

ります。

　なお、65 歳以上の公的年金受給者は、総

所得金額等から年金所得の範囲内で最大 15

万円を控除し、軽減判定されます。

①均等割額
被保険者・世帯主の合計所得金額等が

次の金額以下の場合
軽減割合

（カッコ内は軽減後の年間均等割額）

基礎控除額（33 万円）かつ被保険者全員の各所得が０円
（年金所得は控除額を 80 万円として計算）

9割（4,392 円）

基礎控除額（33 万円） 8.5 割（6,588 円）

基礎控除額（33 万円）＋ 24.5 万円×被保険者数（被保険者
である世帯主を除く）

5割（21,962 円）

基礎控除額（33 万円）＋ 35 万円×被保険者数 2割（35,139 円）

②所得割額
　総所得金額等から 33 万円を引いた額が

58 万円以下の人、または年金収入のみでそ

の額が 211 万円以下の人は、所得割額が 5

割軽減されます。

　後期高齢者医療制度に加入する前日に、被

用者保険（会社の健康保険、船員保険、共済

組合保険）の被扶養者だった人が対象となり、

均等割額は 9割軽減に、また所得割額は全額

免除されます。

●問い合わせ先
　役場健康福祉部健康課、各地域局健康福祉課
　県後期高齢者医療広域連合事務局　℡078・326・2021

 ＜参考＞

各種軽減措置適用後の

一人当たり平均保険料額（兵庫県）

年額：71,095円

月額：  5,925円
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ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　

高
齢
者
な
ど
の
生
活
を
支
援
す
る
福
祉
事
業
の
ご
紹
介

事　

業　

名

対　
　

象　
　

者

内   　
　
　

容

利   

用   

料　

な　

ど

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
　

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
、
高

齢
者
夫
婦
世
帯
、
身
体
障
害
者
な
ど
で
あ
っ
て

調
理
が
困
難
な
人

　

自
宅
へ
の
お
弁
当
の
配
達
と
安
否
確
認
を
行
い
ま
す
。
配
食
日

は
次
の
と
お
り
で
す
が
、
年
末
年
始
な
ど
は
除
き
ま
す
。

・
香
住
区
…
月
〜
土
曜
日
の
夕
食

・
村
岡
区
、
小
代
区
…
日
〜
金
曜
日
の
夕
食

・
主
食
と
副
食 

…
６
０
０
円

・
副
食
の
み 

…
５
０
０
円

※
住
民
税
所
得
割
課
税
世
帯
の
人
に
つ
い
て
は
、
１

　

食
あ
た
り
１
０
０
円
の
追
加
と
な
り
ま
す
。

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス

事
業

　

お
お
む
ね
65
歳
以
上
で
、
下
肢
の
不
自
由
な

身
体
障
害
者
ま
た
は
一
般
の
交
通
機
関
を
利
用

す
る
こ
と
が
困
難
な
人

　

車
い
す
ま
た
は
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
対
応
型
の
車
で
、
高
齢
者
な

ど
の
自
宅
と
医
療
機
関
な
ど
の
間
を
送
迎
し
ま
す
。

　

基
本
料
金
３
０
０
円
に
、
走
行
距
離
１
㎞
当
た
り

30
円
を
加
算
し
た
額

介
護
タ
ク
シ
ー
利
用

給
付
事
業

　

日
常
的
に
車
い
す
や
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
を
使

用
し
な
け
れ
ば
移
動
が
困
難
な
人
で
、
救
急
車

を
利
用
す
る
状
況
に
な
い
人

　

土
・
日
・
祝
日
や
平
日
の
夜
間
な
ど
に
、
病
院
の
受
診
や
、
福

祉
施
設
へ
の
入
退
所
で
町
と
契
約
し
た
介
護
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し

た
場
合
、
料
金
の
75
％
を
助
成
し
ま
す
。

　

介
護
タ
ク
シ
ー
料
金
の
25
％
が
本
人
負
担
と
な
り

ま
す
。

生
き
が
い
活
動
支
援

通
所
事
業

　

お
お
む
ね
65
歳
以
上
で
、
日
常
生
活
が
自
立

し
て
い
る
人

　

健
康
増
進
・
介
護
予
防
の
た
め
の
趣
味
活
動
・
介
護
予
防
事
業

を
行
い
ま
す
。

　

実
施
場
所
は
、
香
住
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
交
流
館
、
小
代
高
齢
者

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
「
い
こ
い
の
里
」
な
ど
で
す
。

1
回
あ
た
り
の
参
加
費

・
香
住
区
…
６
０
０
円

・
村
岡
区
…
９
０
０
円
（
た
だ
し
、
実
施
場
所
が
ハ

　

チ
北
温
泉
の
場
合
は
、
１
２
０
０
円
）

・
小
代
区
…
９
０
０
円

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

事
業

 

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
、
高

齢
者
夫
婦
世
帯
、
身
体
障
害
者
な
ど
で
緊
急
時

に
対
応
が
困
難
な
人

　

自
宅
に
消
防
署
直
通
の
緊
急
通
報
装
置
を
設
置
し
ま
す
。

人
生
80
年
い
き
い
き

住
宅
助
成
事
業

　

介
護
保
険
認
定
で
「
要
支
援
」、「
要
介
護
」

と
認
定
さ
れ
た
人
や
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者

な
ど

　

住
ま
い
の
改
良
相
談
員
が
緊
急
性
な
ど
を
判
断
し
、
一
定
の
条

件
内
で
、
既
存
住
宅
の
改
造
工
事
に
要
す
る
経
費
の
一
部
に
つ
い

て
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

補
助
対
象
限
度
額
は
45
万
円
で
、
介
護
保
険
の
住
宅
改
修
費
な

ど
の
20
万
円
分
を
含
み
ま
す
。

　

所
得
に
よ
り
利
用
者
負
担
あ
り

高
齢
者
日
常
生
活
用

具
給
付
事
業

　

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
や
寝

た
き
り
高
齢
者
（
住
民
税
非
課
税
世
帯
）

　

火
災
警
報
器
の
設
置
に
か
か
る
費
用
を
町
が
負
担
し
ま
す
。（
限

度
額
は
１
万
円
）

介
護
用
品
支
給
事
業
　

介
護
保
険
認
定
で
「
要
介
護
４
ま
た
は
５
」

と
認
定
さ
れ
た
高
齢
者
を
在
宅
で
介
護
し
て
い

る
家
族
（
住
民
税
非
課
税
世
帯
）

　

年
額
10
万
円
以
内
の
介
護
用
品
（
紙
お
む
つ
な
ど
）
を
支
給
し

ま
す
。

　

支
給
限
度
額
は
、
申
請
月
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

在
宅
老
人
介
護
手
当

支
給
事
業

　

介
護
保
険
認
定
で
「
要
介
護
４
ま
た
は
５
」

と
認
定
さ
れ
た
高
齢
者
を
在
宅
で
介
護
し
て
い

る
家
族
（
介
護
サ
ー
ビ
ス
未
利
用
月
の
み
・
所

得
制
限
あ
り
）

　

年
額
18
万
円
の
介
護
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

　

な
お
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
未
利
用
期
間
が
１
年
未
満
の
場

合
は
、
月
額
１
万
５
千
円
を
支
給
し
ま
す
。●

問
い
合
わ
せ
先　

役
場
健
康
福
祉
部
福
祉
課
、
各
地
域
局
健
康
福
祉
課

　

高
齢
者
な
ど
が
安
心
し
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
次
の
よ
う
な
事
業
で
支
援
し
て
い
ま
す
。
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役
場
町
民
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す

出張年金相談窓口を開設します出張年金相談窓口を開設します
　豊岡年金事務所が年金について疑問や

不安を持つ人のご相談に応じます。相談

には、年金手帳などの基礎年金番号がわ

かるものをご持参ください。

（代理の場合は、委任状と代理者の身分証

明書が必要）

●と　き　5月 12 日（水）10:00 ～ 16:00

●ところ　小代区総合センター

●問い合わせ先

役場健康福祉部町民課、各地域局健康福祉課

豊岡年金事務所　℡0796・22・0948

　

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
が
負
担
し
て
い
る

国
民
年
金
保
険
料
は
、
４
月
か
ら
４
４
０

円
引
き
上
げ
ら
れ
、
月
額
１
万
５
１
０
０

円
と
な
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
を
支
え
る
力
と
給
付
の
バ
ラ

ン
ス
を
と
る
た
め
、
保
険
料
の
段
階
的
な

引
き
上
げ
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
国
民
年
金
保
険
料
の
前
納
制
度

　

保
険
料
を
前
納
す
る
（
前
払
い
で
納
め

る
）
と
、
納
付
期
限
な
ど
に
よ
り
割
引
さ

れ
ま
す
。

●
学
生
納
付
特
例

　

平
成
21
年
度
に
学
生
納
付
特
例
を
承
認

さ
れ
た
人
の
特
例
期
間
は
、
今
年
３
月
ま

で
で
す
。

　

引
き
続
き
学
生
納
付
特
例
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
早
め
に
申
請
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

前納の方法 前納期限 割引額 納付額

 １年度分

（4月～平成 23 年 3月）
４月 30 日 3,220 円 177,980 円

 上期分

（4月～ 9月）
４月 30 日 740 円 89,860 円

 下期分

（10月～平成 23年 3月）
11 月 1 日 740 円 89,860 円

前納の方法などの一覧

前納用の納付書は、４月上旬以降に順次日本年金機構から発

送されます。そのほか任意の月分から年度末までの前納を希

望される場合は、豊岡年金事務所へお問い合わせください。

※

●
学
生
納
付
特
例
の
申
請
方
法

　

日
本
年
金
機
構
か
ら
ハ
ガ
キ
形
式
の
申

請
書
が
郵
送
さ
れ
た
人
は
、
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
ほ
か
の
人
は
、
印
鑑
・
学
生
証
ま

た
は
在
学
証
明
書
を
持
参
の
う
え
、
役
場

健
康
福
祉
部
町
民
課
ま
た
は
各
地
域
局
健

康
福
祉
課
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
健
康
福
祉
部
町
民
課

　

各
地
域
局
健
康
福
祉
課

　

豊
岡
年
金
事
務
所

　
　

℡
０
７
９
６
・
22
・
０
９
４
５

国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て

　

兎
塚
地
区
公
民
館
、
射
添
地
区
公
民
館

で
住
民
票
の
写
し
な
ど
の
交
付
申
請
の
取

次
ぎ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

便
利
な
サ
ー
ビ
ス
で
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

申
請
さ
れ
た
証
明
書
は
、
後
日
、
役
場

か
ら
ご
自
宅
へ
郵
送
し
ま
す
。

　

取
次
ぎ
す
る
証
明
書
の
種
類
や
申
請
方

法
は
次
の
と
お
り
で
す
。　

●
取
次
ぎ
す
る
証
明
書
の
種
類

　

①
住
民
票
の
写
し
（
記
載
事
項
証
明
書
）

　

②
印
鑑
登
録
証
明
書

　

③
戸
籍
謄と

う
し
ょ
う
ほ
ん

抄
本
（
全
部
・
個
人
事
項
証
明
書
）

　
　

※
除
籍
・
原
戸
籍
を
除
く

●
問
い
合
わ
せ
先

　

村
岡
地
域
局
健
康
福
祉
課

　

兎
塚
地
区
公
民
館

　
　

℡
０
７
９
６
・
96
・
０
０
０
１

　

射
添
地
区
公
民
館

　
　

℡
０
７
９
６
・
95
・
０
８
０
０

●
申
請
で
き
る
人

　

・
①
お
よ
び
②
は
、
本
人
ま
た
は
本
人

　
　

と
同
一
世
帯
の
人

　

・
③
は
、
本
人
と
そ
の
配
偶
者
お
よ
び

　
　

同
一
戸
籍
内
の
人

●
申
請
に
必
要
な
も
の

　

・
手
数
料
と
郵
送
料
（
切
手
可
）、
認
印

　

・
申
請
者
の
顔
写
真
付
き
公
的
身
分
証
明
書

　
　

（
住
基
カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
な
ど
）

　
　

※
健
康
保
険
証
、
各
種
受
給
者
証
、　

　
　
　

介
護
保
険
被
保
険
者
証
、
年
金
手

　
　
　

帳
（
証
書
）、
学
生
証
な
ど
の
場
合

　
　
　

は
、
２
種
類
お
持
ち
く
だ
さ
い
。。

●
受
付
日
時

　

火
、
木
、
金
曜
日
の
８
時
30
分
〜
17
時
ま
で

　

※
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
き
ま
す
。

　

※
公
民
館
開
館
日
で
あ
っ
て
も
職
員
が

　
　

不
在
の
場
合
は
、
受
け
付
け
す
る
こ

　
　

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

「
住
民
票
の
写
し
」
な
ど
の
交
付
申
請
の
取
次
ぎ
を
行
っ
て
い
ま
す
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便
利
で
お
役
に
立
つ
「
住
基
カ
ー
ド
」
を
取
得
し
ま
し
ょ
う
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜　

公
的
な
身
分
証
明
書
と
し
て
利
用
で
き
ま
す　

〜

　

香
美
町
の
住
基
カ
ー
ド
の
取
得
者
数
は
、

平
成
22
年
２
月
末
現
在
で
８
１
９
人
で
す
。

　

取
得
さ
れ
て
い
る
割
合
は
、
県
内
（
41

市
町
）
で
第
15
位
、
但
馬
内
で
も
第
２
位

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
の
取
得
者
の
う
ち
、
半
数

以
上
が
60
歳
以
上
の
人
で
、
多
く
の
人
が

写
真
付
き
タ
イ
プ
を
お
持
ち
で
す
。

香
美
町
の
取
得
者
数
は
？

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基
カ
ー
ド
）

は
、
役
場
本
庁
舎
や
各
地
域
局
の
窓
口
で

簡
単
に
交
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

平
成
23
年
３
月
末
ま
で
に
申
請
さ
れ
た

場
合
、
手
数
料
は
無
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
取
得
し
て
下
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
健
康
福
祉
部
町
民
課

　

各
地
域
局
健
康
福
祉
課

　

最
近
は
、
い
ろ
い
ろ
な
窓
口
で
身
分
証

明
書
の
提
示
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

写
真
付
き
タ
イ
プ
の
住
基
カ
ー
ド
は
、

公
的
な
身
分
証
明
書
と
し
て
利
用
で
き
る

の
で
、
運
転
免
許
証
の
な
い
人
や
運
転
免

許
証
を
返
納
さ
れ
た
高
齢
者
の
人
に
は
お

役
に
立
ち
ま
す
。

（
具
体
的
な
利
用
例
）

　

・
戸
籍
や
住
民
票
の
写
し
の
請
求

　

・
印
鑑
登
録
の
申
請

　

・
口
座
の
開
設
や
10
万
円
を
超
え
る　

　
　

振
込
み

　

・
携
帯
電
話
や
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請　

こ
ん
な
と
き
便
利
で
す

・
全
国
ど
こ
の
市
区
町
村
窓
口
で
も
、
本

　

人
ま
た
は
本
人
と
同
一
世
帯
の
住
民
票

　

の
写
し
の
交
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

・
転
出
、
転
入
の
手
続
き
が
、
転
入
先
の

　

市
区
町
村
窓
口
で
一
度
に
で
き
ま
す
。

・
住
基
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
、
自
宅
の
パ

　

ソ
コ
ン
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
、

　

所
得
税
の
確
定
申
告
や
行
政
機
関
へ
の

　

手
続
き
が
簡
単
に
で
き
ま
す
。

　

※
（
別
途
、「
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
」

　
　

の
手
続
き
が
必
要
で
す
）　

こ
ん
な
こ
と
も
で
き
ま
す
！

●
申
請
で
き
る
人

　

申
請
で
き
る
人
は
、
本
人
で
す
。
た
だ

し
、
代
理
人
か
ら
の
申
請
も
受
け
付
け
ま

す
。
15
歳
未
満
の
人
は
法
定
代
理
人
が
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
満
15
歳
に
達
し
た
未
成
年
の
人

は
、
本
人
ま
た
は
法
定
代
理
人
の
い
ず
れ

で
も
申
請
で
き
ま
す
。
な
お
、
外
国
籍
の

人
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の

　

住
基
カ
ー
ド
の
申
請
に
は
、
次
の
も
の

を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

　

①
写
真
付
き
の
公
的
身
分
証
明
書

　
　

（
運
転
免
許
証
な
ど
）

　
　

※
た
だ
し
、
写
真
付
き
の
公
的
身
分

　
　
　

証
明
書
が
な
く
て
も
手
続
き
で
き

　
　
　

ま
す
。
申
請
後
、
ご
本
人
を
確
認

　
　
　

す
る
た
め
の
文
書
を
送
付
し
ま
す

　
　
　

の
で
、
改
め
て
そ
の
文
書
と
併
せ

　
　
　

て
健
康
保
険
証
な
ど
を
窓
口
に
ご

　
　
　

持
参
く
だ
さ
い
。

　

②
写
真

　
　

※
写
真
付
き
タ
イ
プ
を
申
請
さ
れ
る

　
　
　

場
合
、
ご
希
望
に
よ
り
町
職
員
が

　
　
　

カ
メ
ラ
撮
影
し
ま
す
。

　

③
印
鑑

※
申
請
か
ら
交
付
ま
で
１
週
間
〜
10
日
程

　

度
か
か
り
ま
す
。

交
付
申
請
を
す
る
に
は
…

　

住
基
カ
ー
ド
は
、
市
町
村
が
交
付
す
る

安
全
性
の
高
い
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
す
。

　

住
基
カ
ー
ド
に
は
、
写
真
付
き
と
写
真

な
し
の
２
種
類
が
あ
り
、
ど
ち
ら
も
有
効

期
限
は
10
年
間
で
す
。

　

身
分
証
明
書
と
し
て
使
え
る
写
真
付
き

タ
イ
プ
が
特
に
お
す
す
め
で
す
。

「
住
基
カ
ー
ド
」
っ
て
？

▼写真付きタイプ

▲写真なしタイプ
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役
場
企
画
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す

●
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
部
企
画
課

　

各
地
域
局
地
域
振
興
課

　

町
内
へ
の
若
者
定
住
を
促
進
す
る
た
め
、

平
成
18
年
度
か
ら
若
者
定
住
促
進
奨
励
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
22
年
４
月

１
日
か
ら
、
町
外
か
ら
の
「
転
入
」
を
重

点
化
（「
町
内
転
居
」
は
交
付
対
象
外
）
す

る
と
と
も
に
、
交
付
対
象
者
の
年
齢
条
件

を
緩
和
す
る
な
ど
、
制
度
の
改
正
を
行
い

ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
奨
励
金
額
は
１
０
０
万
円
か

ら
30
万
円
に
減
額
し
ま
す
。

●
交
付
対
象
者
の
主
な
要
件

　

次
の
①
か
ら
④
の
す
べ
て
を
満
た
す
こ
と

　

①
18
歳
以
上
45
歳
以
下
の
人

　

②
お
お
む
ね
２
年
以
上
町
外
に
住
所
を

　
　

有
し
て
い
た
人

　

③
転
入
後
、
３
年
以
内
に
町
内
に
住
宅

　
　

を
建
築
ま
た
は
購
入
し
居
住
し
た
人
、

　
　

ま
た
は
町
内
に
住
宅
を
建
築
ま
た
は

　
　

購
入
後
、
１
年
以
内
に
転
入
し
た
人

　

④
建
築
ま
た
は
購
入
し
た
住
宅
の
持
分

　
　

が
２
分
の
１
以
上
の
人

●
申
請
方
法

　

役
場
総
務
部
企
画
課
ま
た
は
各
地
域
局

地
域
振
興
課
に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
住
宅
を
建
築
ま
た
は

購
入
後
、
１
年
以
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

若
者
定
住
促
進
住
宅
取
得
奨
励
金
制
度

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
制
度

　

少
子
化
や
高
齢
化
な
ど
で
地
域
の
活
力

が
低
下
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

●
対
象
事
業

　

次
の
い
ず
れ
か
の
事
業
を
実
施
す
る
場

合
、
そ
の
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

・
地
域
の
課
題
な
ど
を
解
決
す
る
た
め

　
　

に
取
り
組
む
、
創
意
と
工
夫
に
あ
ふ

　
　

れ
る
地
域
づ
く
り
事
業

　

・
地
域
の
特
徴
、
特
性
ま
た
は
地
域
資

　
　

源
を
活い

か
し
た
、
個
性
あ
ふ
れ
る
地

　
　

域
づ
く
り
事
業

●
対
象
団
体
、
助
成
限
度
額
な
ど

　

①
小
学
校
区
を
単
位
と
す
る
団
体
、
グ

　
　

ル
ー
プ
な
ど
…
30
万
円

　

②
隣
接
す
る
複
数
の
区
（
自
治
会
）
…

　
　

10
万
円

　

③
単
独
の
区
（
自
治
会
）
…
５
万
円

　

※
助
成
期
間
は
３
年
間
で
す
が
、
１
年
目

　
　

は
助
成
限
度
額
以
内
、
２
年
目
は
助

　
　

成
限
度
額
の
75
％
以
内
、
３
年
目
は

　
　

助
成
限
度
額
の
50
％
以
内
の
助
成
額

　
　

と
し
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
費
用

　

・
活
性
化
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
の
経
費

　
　
（
機
材
の
借
上
料
、
チ
ラ
シ
の
作
成
費
な
ど
）

　

・
活
性
化
の
た
め
の
特
産
品
開
発
の
経
費

　
　

（
原
材
料
費
、
開
発
の
た
め
の
委
託
料
な
ど
）

　

※
た
だ
し
、
飲
食
に
係
る
経
費
は
助
成

　
　

の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

●
申
請
方
法

　

役
場
総
務
部
企
画
課
ま
た
は
各
地
域
局

地
域
振
興
課
に
事
業
計
画
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
提
出
の
あ
っ
た
計
画
書
を
審

査
し
、
助
成
の
可
否
を
決
定
し
ま
す

　

な
お
、
計
画
内
容
に
つ
い
て
聞
き
取
り

を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
①
の
団
体
、
グ
ル
ー
プ
が
１

年
目
に
助
成
限
度
額
（
30
万
円
）
の
助
成

を
受
け
た
場
合
、
２
年
目
以
降
の
助
成
限

度
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

・
２
年
目
…
22
万
５
０
０
０
円

　
　
　
　
　

（
30
万
円
×
75
％
）　

　

・
３
年
目
…
15
万
円

　
　
　
　
　

（
30
万
円
×
50
％
）

　

架
け
替
え
工
事
が
進
む
余
部
橋
り
ょ
う

の
様
子
を
多
く
の
人
に
ご
覧
い
た
だ
く
た

め
、
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
の
映
像
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

架
け
替
え
工
事
の
様
子
や
余
部
地
区
の

四
季
折
々
の
姿
を
、
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
運
用
開
始
！

ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
運
用
開
始
！

余部橋りょう余部橋りょう



●
募
集
住
宅　

①
新
町
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
第
１
号

・
所
在
地
…
村
岡
区
村
岡

・
募
集
戸
数
…
１
戸

・
構
造
な
ど
…
木
造
２
階
建

　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
92
・
５
㎡

　

バ
ス
・
ト
イ
レ
付

②
西
本
町
住
宅
第
17
号

・
所
在
地
…
村
岡
区
村
岡

・
募
集
戸
数
…
１
戸

・
構
造
な
ど
…
準
耐
火
２
階
建

　

３
Ｄ
Ｋ
、
64
・
９
㎡

　

バ
ス
・
ト
イ
レ
付

③
福
岡
住
宅
第
３
号

・
所
在
地
…
村
岡
区
福
岡

・
募
集
戸
数
…
１
戸

・
構
造
な
ど
…
準
耐
火
２
階
建

　

３
Ｄ
Ｋ
、
55
・
４
㎡

　

バ
ス
・
ト
イ
レ
付

④
大
谷
第
一
住
宅
第
１
号

・
所
在
地
…
小
代
区
大
谷

・
募
集
戸
数
…
１
戸

・
構
造
な
ど
…
簡
易
耐
火
２
階
建

　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
62
・
６
㎡

　

バ
ス
・
ト
イ
レ
付

⑤
水
間
第
二
住
宅
第
６
号

・
所
在
地
…
小
代
区
水
間

・
募
集
戸
数
…
１
戸

・
構
造
な
ど
…
木
造
２
階
建

　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
81
・
４
㎡

　

バ
ス
・
ト
イ
レ
付
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　香美町町民バスの運賃は、全但バスの運賃体系を準用していますので、

全但路線バスと同様に、次の割引制度があります。ぜひ、ご活用ください。

割引区分割引区分 割引率または割引率または
割引後運賃割引後運賃 割引条件など割引条件など

障害者割引 50％
・降車時に障害者手帳を提示

・介護が必要な人は、その介護人も半額

 小児割引

（自己申告）

1歳未満 無料

小学生以下 50％ 6歳未満は大人 1人につき、1人無料

高齢者運転免許証自主

返納者割引
50％

・65歳以上の高齢者が対象

・降車時に運転経歴証明書を提示

団体割引

（10 人以上）

一般 10％ 事前申込みが必要

学生 20％ 事前申込みが必要

エコ定期割引
乗車運賃にかかわらず

一律 100 円

・土、日、祝日のみ適用

・降車時に定期券を提示

・同乗した家族も運賃額に応じて割引あり

※ 割引を適用した後の運賃は、10円単位に切り上げて算出します。

例：運賃 150 円で障害者割引を適用した場合

　　150 円× 50％＝ 75 円 ⇒「80 円」になります。

～ 香美町町民バスの運賃割引制度のご案内 ～

乗って守ろう！
地域の公共交通を！

 
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
・
町
営
住
宅
の
入
居
者
募
集
！

●
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
建
設
部
建
設
課

　

各
地
域
局
農
林
建
設
課

●
家
賃
な
ど　

・
家
賃

　

①
５
７
０
０
０
円
〜
12
万
４
０
０
０
円

　

②
１
８
０
０
０
円
〜
２
６
８
０
０
円

　

③
１
２
４
０
０
円
〜
１
８
５
０
０
円

　

④
１
５
１
０
０
円
〜
２
２
５
０
０
円

　

⑤
１
９
７
０
０
円
〜
２
９
３
０
０
円

　

た
だ
し
、
入
居
後
に
基
準
収
入
を
超
え

　

た
場
合
に
は
、
こ
れ
以
上
の
家
賃
に
な

　

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
共
益
費
な
ど
は
別
途
徴
収

・
敷
金
は
家
賃
の
３
ヵ
月
分

●
入
居
時
期

　

５
月
下
旬

●
入
居
条
件

　

（
次
の
す
べ
て
の
要
件
に
該
当
す
る
人
）

・
入
居
基
準
所
得
を
超
え
な
い
人

　
（
基
準
所
得
は
世
帯
構
成
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

・
町
税
に
滞
納
が
な
い
人

・
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
人

・
持
ち
家
が
な
い
こ
と

・
世
帯
を
不
規
則
に
分
割
や
合
併
し
て
い
な
い
人

・
ほ
か
の
町
営
住
宅
と
の
重
複
申
し
込
み
不
可

・
そ
の
ほ
か
の
条
件
は
申
し
込
み
時
に
説
明

●
申
込
期
限

４
月
22
日
（
木
）
午
後
５
時
15
分

（
申
し
込
み
が
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

●問い合わせ先
　役場総務部企画課
　全但バス㈱営業部運輸課　℡079・662・2133
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●
対
象
者

　

次
の
①
、
②
に
該
当
す
る
平
成
21
年
３

月
31
日
以
降
に
離
職
し
た
人
で
、
離
職
し

て
か
ら
失
業
等
給
付
を
受
け
た
人
、
ま
た

は
現
在
受
け
て
い
る
人

　

①
特
定
受
給
資
格
者

　
　

（
倒
産
・
解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職
）

　

②
特
定
理
由
離
職
者

　
　

（
雇
い
止
め
な
ど
に
よ
る
離
職
）

●
軽
減
額

　

国
民
健
康
保
険
税
の
所
得
割
算
定
の
際

に
用
い
る
前
年
所
得
の
う
ち
、
失
業
者
の

給
与
所
得
を
１
０
０
分
の
30
と
し
て
計
算

し
ま
す
。

 
倒
産
な
ど
で
失
業
し
た
人
の
た
め
に
…

　

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た

　

４
月
１
日
か
ら
、
倒
産
な
ど
や
む
を
得

な
い
事
情
で
失
業
し
た
人
の
た
め
に
、
国

民
健
康
保
険
税
の
軽
減
措
置
が
始
ま
り
ま

し
た
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
健
康
福
祉
部
健
康
課

　

役
場
総
務
部
税
務
課

　

各
地
域
局
健
康
福
祉
課

●
軽
減
期
間

　

離
職
日
の
翌
日
の
属
す
る
月
か
ら
翌
年

度
末
ま
で
で
す
が
、
本
制
度
が
始
ま
る
１

年
以
内
（
平
成
21
年
３
月
31
日
以
降
）
に

離
職
し
た
人
は
平
成
22
年
度
の
み
の
軽
減

と
な
り
ま
す
。

●
申
請
方
法

　

対
象
と
な
る
人
は
、
職
業
安
定
所
か
ら

交
付
さ
れ
る
「
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
」

を
ご
持
参
の
う
え
、
役
場
健
康
福
祉
部
健

康
課
ま
た
は
各
地
域
局
健
康
福
祉
課
に
備

え
付
け
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　離職年月日理由欄に記載されてい
る離職理由コードが 11・12・21・
22・31・32 の「特定受給資格者」と、
23・34 の「特定理由離職者」に該
当する人が軽減の対象となります。

・平成 22年 2月 22 日以降の交付の場合

・平成 22 年 2月 21 日以前の交付の場合

ここに注目してください !

　「雇用保険受給資格者証」

お気軽にご相談ください

こころと体のなやみ相談
　「不眠やアルコールについて相談したい」、「な
にもする気がしない」など心の病や身体の障害な
どの悩みはありませんか。
　そのような悩みをお持ちの人やそのご家族が、
自分らしく安心して暮らせるよう、生活支援セン
ターほおずきの精神保健福祉士や県立出石精和園
の相談支援専門員が相談に応じます。
　相談は無料ですが、予約が
必要です。また、来場できな
い人には家庭訪問もします。

●日程と会場（13:00 ～ 15:30）

会　場
4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月
10
月
11
月
12
月

1
月

2
月

3
月

役場本庁舎 14 12 9 14 11 8 13 10 8 12 9 9

村岡地域局 26 28 22 24 26 23

小代地域局 28 23 25 27 22 23

●問い合わせ先
　役場健康福祉部福祉課、各地域局健康福祉課

●精神保健福祉相談　日程と会場（13:30 ～ 15:00）

会　場
4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月
10
月
11
月
12
月

1
月

2
月

3
月

香住老人福祉
センター

18 17 16 15

村岡老人福祉
センター

15 15 14 13

小代基幹集落
センター

16 15 15 16

●問い合わせ先
　役場健康福祉部健康課、各地域局健康福祉課

●女性総合相談　日程と会場（10:00 ～ 12:00）

会　場
4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月
10
月
11
月
12
月

1
月

2
月

3
月

役場本庁舎 6 3 1 5 2 7 4 2 6 3 3

お気軽にご相談ください

精神保健福祉相談・女性総合相談
　精神保健福祉相談では、県知事から委嘱を受け
た相談員が、精神障害をお持ちの人やその家族の
相談に応じます。
　女性総合相談では、保健師などが女性が抱える
悩みなどの相談に応じます。
　２つの相談とも相談は無料で、予約は不要です。
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作業種目 単　位 種　別
標　準　料　金

備　　考
整備田 30a 区画 未整備田

田 植 え 作 業 1日当たり 8時間 － 　　　　　  8,400 時間外 1時間につき 1,200 円

普 通 作 業 1日当たり 8時間
男 　　　　　  8,000 時間外 1時間につき 1,100 円

女 　　　　　  7,000 時間外 1時間につき 950 円

ディスクローター 10a 当たり － 7,000 6,000 7,000

耕
こ う

耘
う ん

10a 当たり
1回目 7,000 6,500 8,000

2 回目 5,000 5,000 6,000

代 か き 10a 当たり
1回耕

こう う ん

耘後 11,000 10,000 11,000
荒かき・代かきを同時にする場合

2回耕
こう う ん

耘後 8,500 8,000 8,500

荒 か き 10a 当たり － 6,000 6,000 6,500

荒かき後の代かき 10a 当たり － 7,500 7,500 8,000

機 械 田 植 え 10a 当たり － 9,000

刈 取
（バインダー）

10a 当たり － 9,000
倒伏の場合は 3～ 5割増。すみ刈り
は含まない。結束ひもは受託者負担

刈 取
（コンバイン）

10a 当たり － 22,200 21,200 22,200
倒伏の場合は 3～ 5割増。すみ刈り
は含まない。籾の運搬料は 10a 当た
り 3,000 円（距離により増減）

脱 穀
（ハーベスター）

1日当たり 8時間 － 　　　　　15,000

機 械 畦 ぬ り 1ｍ当たり － 　　　　　　 100

畦 切 り
（ 片 バ イ ド ）

1ｍ当たり － 　　　　　　   70

乾 燥 10a 当たり － 　　　　　12,200 運搬などは委託者負担（10a未満も同額）

籾
もみ

摺
す

り 30㎏当たり － 　　　　　　 520 運搬などは委託者負担

農 薬 散 布 10a 当たり － 　　　　　  2,000 農薬代は含まない

堆
た い ひ

肥 の 散 布 10a 当たり － 　　　　　  3,000 堆
たい ひ

肥または土壌改良剤の散布

畑 耕
こう

耘
うん

10a 当たり － 　　　　　  7,700

●問い合わせ先
　町農業委員会事務局（役場産業部農林水産課内）

※この料金は、あくまでも平成 22 年度の標準です。
　実際の賃金は、当事者双方で協議のうえ、決定してください。

平成22年度香美町農作業受委託標準賃金表
（単位：円（消費税込））

山手公公園園
完成しました！

●問い合わせ先　　役場総務部企画課
▲東屋なども完備しています。

　香美町山手土地区画整理事業地内（香住区若松

ほか）で整備を進めていた「香美町山手公園」が

このほど完成し、４月１日からご利用いただける

ようになりました。ご家族連れで楽しんでいただ

ける広場のほかに、1区画約 40㎡の菜園地が 40

区画あります。

　この菜園地は、町民であれば無料で使用できま

すが、事前に申請が必要です。使用をご希望の方

は、役場総務部企画課にお問い合わせください。
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まちからのおしらせ
　

実
質
的
な
第
２
期
町
政
の
ス
タ
ー
ト
の

年
と
し
て
、
財
政
健
全
化
を
よ
り
確
か
な

も
の
と
し
て
い
く
と
と
も
に
、
積
極
的
な

香
美
町
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
必

要
な
体
制
を
講
じ
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
医
師
確
保
を
積
極
的
に

促
進
す
る
た
め
、
健
康
福
祉
部
健
康
課
に

「
医
師
確
保
対
策
室
」
を
新
設
、
ま
た
、
行

政
組
織
の
ス
リ
ム
化
を
図
る
た
め
、
健
康

福
祉
部
環
境
セ
ン
タ
ー
所
長
の
課
長
級
配

置
を
廃
止
し
ま
し
た
。

異
動
な
ど

（
カ
ッ
コ
内
旧
職
、
順
不
同
）

組
織

●
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
健
康
福
祉
部
福
祉
課

　

各
地
域
局
健
康
福
祉
課

　

３
月
11
日
、
香
美
町
青
少
年
問
題
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
５
つ
の
実

践
項
目
を
挙
げ
た
今
年
の
香
美
町
青
少
年
育
成
対
策
指
針
が
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
後
、
こ
の
指
針
を
基
に
、
各
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
団
体
・
関
係
機
関
・

自
治
組
織
な
ど
と
協
力
し
、
青
少
年
の
健
全
育
成
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

（
こ
こ
で
は
、「
５
つ
の
実
践
項
目
」
の
う
ち
、
特
に
地
域
ぐ
る
み
で
取

り
組
ん
で
い
た
だ
く
内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
す
）

 

平
成
22
年
度

　

香
美
町
青
少
年
育
成
対
策
指
針
を
決
定
し
ま
し
た

◆◆  

平
成
平
成
2222
年
度
年
度  

香
美
町
青
少
年
育
成
対
策
指
針

香
美
町
青
少
年
育
成
対
策
指
針  

◆◆

 

「
地
域
ぐ
る
み
で
健
や
か
な
子
ど
も
を
育
て
る
よ
い
環
境
を
つ
く
り
あ
げ
よ
う
」

　
　
　
　

〜 

健
や
か
な
育
成
を
阻
害
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
か
ら
青
少
年
を
保
護
す
る
た
め
に 

〜

①
香
り
高
く
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
運
動
を
展
開
し
、
あ
い
さ
つ
や
社
会
生
活
上
の

　

ル
ー
ル
を
身
に
付
け
さ
せ
よ
う
。

②
健
や
か
な
育
成
を
阻
害
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
有
害
図
書
な
ど
を
置
か
な
い
よ
う

　

に
し
よ
う
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
自
動
販
売
機
を
置
か
せ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。

③
深
夜
外
出
を
さ
せ
な
い
よ
う
家
庭
、
学
校
、
地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
も
う
。

④
喫
煙
や
飲
酒
を
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。
ま
た
、
薬
物
の
害
か
ら
守
ろ
う
。

⑤
地
域
ぐ
る
み
の
見
守
り
活
動
を
実
践
し
、
不
審
者
か
ら
守
ろ
う
。

⑥
い
じ
め
や
暴
力
行
為
か
ら
守
ろ
う
。

⑦
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
適
切
な
利
用
に
つ
い
て
積

　

極
的
に
学
び
、
有
害
情
報
へ
の
対
応
の
強
化
を
図
ろ
う
。

※
⑥
と
⑦
を
本
年
度
の
重
点
取
り
組
み
項
目
と
し
ま
す
。

　

今
回
の
異
動
者
数
は
94
人
、
3
月
31
日

付
の
退
職
者
は
9
人
（
一
般
行
政
職
な
ど

８
人
、
公
立
香
住
病
院
１
人
）、
４
月
１
日

付
の
新
規
採
用
者
は
５
人
（
一
般
行
政
職

２
人
、
公
立
香
住
病
院
３
人
）
で
、
公
立

香
住
病
院
の
医
療
職
な
ど
を
除
い
た
一
般

行
政
職
な
ど
の
関
係
職
員
数
は
、
昨
年
当

初
に
比
べ
６
人
減
り
（
合
併
前
と
比
べ
64

人
減
）、
２
７
０
人
と
な
り
ま
し
た
。

　

課
長
級
以
上
の
異
動
な
ど
は
次
の
と
お

り
で
す
。

①
4
月
１
日
付
異
動
（
課
長
級
以
上
）

●
部
長
級

総
務
部
長
（
健
康
福
祉
部
長
兼
健
康
課
長
）

西
内
正
昭
▽
健
康
福
祉
部
長
兼
健
康
課
長

（
総
務
部
長
）
谷
岡
喜
代
司

●
課
長
級

総
務
課
長
（
企
画
課
副
課
長
兼
企
画
調
整

係
長
）
駒
居
欣
雄
▽
福
祉
課
長
（
福
祉
課

副
課
長
兼
社
会
福
祉
係
長
）
清
水
雅
弘
▽

会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
（
税
務
課
副
課

長
兼
収
税
係
長
）
森
田
淳
子
▽
小
代
分
室

長
兼
小
代
区
中
央
公
民
館
長
兼
小
代
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
（
福
祉
課
長
）
藤
村

吉
孝

②
３
月
31
日
付
退
職

稲
垣
長
門
（
環
境
セ
ン
タ
ー
所
長
）
▽
原

山
光
代
（
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
）
▽

岡
坂
野
里
子
（
香
住
幼
稚
園
）
▽
福
田
省

二
（
小
代
分
室
長
兼
小
代
区
中
央
公
民
館

長
兼
小
代
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
）
▽

中
村
澄
子
（
総
務
課
長
）
▽
東
垣
優
子
（
社

会
教
育
課
副
課
長
兼
社
会
教
育
係
長
）
▽

上
田
靖
子
（
村
岡
幼
稚
園
）
▽
山
本
敬
子
（
公

立
香
住
病
院
）
▽
田
門
美
由
紀
（
総
務
課
）

③
４
月
１
日
付
採
用

福
祉
課 

上
根
千
佳
▽
農
林
水
産
課 

北
村
翔

吾
▽
公
立
香
住
病
院
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
「
も
く
れ
ん
」 

長
田
創
平
▽
公
立
香
住

病
院
介
護
老
人
保
健
施
設
「
ゆ
う
す
げ
」 

瀧
川
誠
▽
公
立
香
住
病
院
介
護
老
人
保
健

施
設
「
ゆ
う
す
げ
」 

上
田
実
千
恵

 
職
員
の
人
事
異
動
な
ど
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こんにちは、赤ちゃんお誕生

※このコーナーは、先月（2/24 ～ 3/22）の届出分の内、承諾を
得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）　

※このコーナーは、先月（2/24 ～ 3/22）の届出分の内、承諾を得た方のみ掲載しています。
 （届出順・敬称略）

慎んで、お悔やみ申し上げますご逝去

－編集後記－
 いたるところで春を感じ
る時期になりましたね。春
は草木が芽吹くとともに、
さまざまな新しいことを始
めるチャンスです。
　特別なことをしなくて
も、いつもよりほんの少し
背伸びをして、違う自分を
発見できれば…。
　そんな気持ちを忘れず
に、心の花を咲かせてみま
せんか。
（みうら）

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

町
内
か
ら
表
彰
受
賞
者
が
あ
り
ま
し
た

兵
庫
県
く
す
の
き
賞

　

環
境
保
全
の
推
進
と
賢
い
消
費
者
を
目
指
す
思
想
の
普
及

　
　

小
代
区
く
ら
し
の
会

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

●
寄
付
金　

但
馬
銀
行 

様

▲感謝状を贈呈される但馬銀行

　香住支店長　滝本 豊 氏

　

サ
ク
ラ
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
づ
く
り
を

応
援
し
て
い
ま
す
。

　この記事につきましては、関係者の皆さんにホームページ上での
公開承諾を得ておりませんので、個人情報保護によりホームページ
上での掲載を控えさせていただきます。
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Town News
　町内外から訪れたスキーヤーやスノーボーダーなどで

にぎわった同イベントは、シーズン後半となった冬山を

まだまだ楽しんでもらおうと、同実行委員会が主催し、

毎年行っているもの。

　5分の制限時間内でソフトボール大の雪玉をどんどん

積み上げて高さを競う「雪玉積み選手権」には、27 組約

100 人が参加し、積み上げた雪玉が崩れないように、慎

重に雪の塔を高くしていました。

　1m47㎝の高さで優勝したチーム UEYAMA の平井末
すえ ひ ろ

宏

さん（姫路市）は「無心で雪玉を積んだことが良かった。

私以上に子どもが一番喜びました」と満足そうでした。

　会場では、参加者が同選手権に使った雪玉を１ヵ所に

集め、高さ 2m60㎝の「ハチ北白い巨塔」を完成させて

いました。

★★★
ハチ北スキーフェスティバル 2010
　（2月 28 日、村岡区「ハチ北高原スキー場中央ゲレンデ特設会場」）

今年のハチ北の白い巨塔は 2m60㎝

★★★
軍手を使った人形作り
　（3月 10 日、村岡区「高井子育て・子育ち支援センター」）

人形作りを通して、親子のふれあいを！

★★★
第 9回かに感謝祭
　（3月 7日、香住区「柴山港」）

今年もありがとう、松葉ガニ！

　9組 23 人の親子が参加した、軍手を使った人形作り。

　人形のモデルは、絵本「そらまめくんのベッド」（作・

絵 なかや みわ）に登場する主人公の「そらまめくん」。

　この物語は、主人公の心の成長を通して、素直な気持

ちや相手を思いやることの大切さなどを優しく語りかけ

ています。読み聞かせにもよく使われ、子どもたちが大

好きな絵本の一つです。

　この日は、講師の指導を受けながら、緑色の軍手など

を使って親指大の主人公などを手作りしました。

　講師の桐
きり づ き

月由
ゆ き

紀さんは「親子のふれあう機会が少なく

なっていることが大変さみしい。今日、皆さんが作った

人形が、家庭での親子のかかわりや子どもたちの思いや

りの心を育むことに少しでも役に立てば」と期待を込め

ていました。

▲裁縫道具を使って、「そらまめくん」を作る参加者

　3月 20 日の松葉ガニ漁の終了を前に、毎年行われて

いる同祭り。この日は、松葉ガニなどの海産物の販売や

親子カニ歩き競争などのイベントのほかに、来場者にか

に汁が無料で振る舞われました。

　今回が初めてとなった「赤いか解体ショー」では、約

15㎏の巨体がステージで豪快にさばかれる様子に、会場

は大興奮。また、親子が背中合わせで横向きに進む「親

子カニ歩き競争」では、出場者に観客から大きな声援が

送られていました。

　このレースで優勝した西島裕
ゆ う じ

二さんと凛
り ん た ろ う

太郎くん親子

（姫路市）は「昨年は優勝できず悔しい思いをしました。

練習の成果が発揮でき、昨年の成績を上回れて良かった

です」とうれしそうでした。
▲「赤いか解体ショー」を食い入るように見つめる来場者

▲崩れないように慎重に雪玉を積上げる参加者



　花いっぱいのまちを目指そうと行われた同フェスタ。

　開会式では、前日に行われた寄せ植えコンテストの審

査発表が行われ、最優秀賞の澤村享
き ょ う こ

子さん（村岡区和

田）、優秀賞の久
く の

野美智代さん（小代区秋岡）、佳作の中

村千
ち え こ

惠子さん（村岡区長須）、梅津和子さん（村岡区村岡）

が表彰されました。

　講演会の後に行われた寄せ植え実習には 42 人が参加。

香草として料理でも使われるローズマリーやかわいらし

い白い花を咲かせたノースポールなど 5種類の寄せ植え

に挑戦しました。指導した但馬高原植物園植栽主任の田

丸和
か ず み

美氏は「草花に優しく語りかけるように扱ってあげ

ることが大切。楽しくニコニコと笑顔で寄せ植えをしま

しょう」とアドバイス。参加者は不
ふ し ょ く ふ

織布を底に敷いたか

ごに、5種類の草花をきれいに配置し、植えていました。
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　今年で 5回目となる同祭り。花札の役「猪・鹿・蝶」

にちなんで、あゆの里矢田川では「猪
しし な べ

鍋」、ハチ北では「鹿

鍋」、村岡ファームガーデンでは「但馬牛ホルモン（腸）鍋」

を訪れた人に無料で振る舞いました。

　春の陽気となったこの日、あゆの里矢田川では、訪れ

た多くの人が、約 30㎏の猪肉で調理された特製料理をお

いしそうに味わっていました。

　京阪神から観光に訪れた人は「休憩で立ち寄った道の

駅で、このようなイベントが行われているとは思いませ

んでした。猪鍋や猪の鉄板焼きも大変おいしく、お腹いっ

ぱいです」とお土産を手に満足そうでした。

★★★
道の駅 春の感謝祭
（3月 14 日、村岡区　道の駅「あゆの里矢田川」、同「ハチ北」、同「村岡ファームガーデン」）

春の訪れと猪・鹿・蝶（腸）

　ボランティア参加の呼びかけに、香住ジュニアフット

ボールクラブ（KJFC）や香住グラウンドゴルフ協会の皆

さんなど、約 80 人が参加。芝生を敷き詰めた多目的広

場で、クローバーなどの雑草を抜く作業を行いました。

　皆さんの熱心な作業により、取り除いた草は約 2時間

で軽トラック 1台分にもなりました。

　KJFC の谷口楓
ふ う ま

馬くん（柴山小 3年、香住区沖浦）は「こ

の広場で練習試合をしたとき、雑草で足をとられ転んだ

ことがあります。雑草がない緑の芝でサッカーをして、

上手になりたいです」と雑草取りに汗を流していました。

　しおかぜ香苑が多くの皆さんに気持ちよくご利用いた

だけるよう、ごみのポイ捨てやペットの糞
ふん

の後始末など、

これからもご協力をお願いします。

★★★
しおかぜ香苑美化作業
（3月 13 日、香住区「しおかぜ香苑 多目的広場」）

ボランティア活動に 80 人が参加！

★★★
香りの花フェスタ 2010 春
　（3月 20 日、香住区「香住文化会館」）

寄せ植えのコツは「草花の気持ちを考えること！」

▲こんなにいっぱい雑草抜いたよ！

▲猪鍋のほかに猪の鉄板焼きも振る舞われた「あゆの里矢田川」

▲草花に語りかけるように寄せ植えをする参加者



役場本庁舎　36・1111

　　　　　　( 代表 )

　総 務 課　36・1111

　企 画 課　36・1962

　税 務 課　36・1113

　会 計 課　36・4321

　町 民 課　36・1110

　健 康 課　36・1114

　福 祉 課　36・1964

　農林水産課　36・0846

　観光商工課　36・3355

　建 設 課　36・1961

　上下水道課　36・0420

　議会事務局　36・1963

村岡地域局　94・0321

　　　　　　( 代表 )　

小代地域局　97・3111

　　　　　　( 代表 )　

教育委員会　94・0101

　香住分室　36・3764

　小代分室　97・3966

公立香住病院　36・1166

公立村岡病院　94・0111

香住地域福祉センター

　　　　　　　　　36・4345

香住老人福祉センター

　　　　　　　　　36・5008

村岡老人福祉センター

　　　　　　　　　98・1000

小代高齢者生活支援センター

　　　　　　　　　97・2202

（全ての施設の市外局番：0796）

役場各課など
主な施設の連絡先

〒
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20この「広報ふるさと香美」は、自然環境を考えてソイ（大豆油）
インキ、再生紙を使用しています。

まちのうごき
（平成 22年 3月 1日現在）

合　計　21,231 人（－  37）

　男　　10,109 人（－  19）

　女　　11,122 人（－  18）

世帯数  6,908 世帯（－   8）
カッコ内は前月比

▲昭和 30 年頃の柴山港

▲現在の柴山港

　上の写真は、柴山港の昔の姿です。
　戦後、水産業の発展を目指して事
業を展開、昭和 30 年ごろには日本海
屈指の水産基地が完成しました。
　また、昭和 29 年には国から避難港
としての指定を受け、現在に至るま
で船舶の安全航行に大きく貢献して
います。
　但馬有数の漁獲量を誇る同港では、
柴山ガニ（柴山港に水揚され、厳選
された松葉ガニの呼称。漁期は毎年
11 月 6 日から翌年 3 月 20 日まで）
が水揚げされるころ、一段と活気を
帯びます。

昔
ふるさとの魅力を訪ねてふるさとの魅力を訪ねて今物語

時とともに変わりゆくもの
　　　　時を経て、 なお、 変わらないもの
　　　　　　　歴史をつなぐ一枚がそこにある…

その九

募集人数
120名

第 5回香美町民号旅行第5回香美町民号旅行            申込期限は、4月27日（火）  申込期限は、4月27日（火）！！

日時 6/19（土）・20（日）、お一人様３０，５００円日時 6/19（土）・20（日）、お一人様３０，５００円

「世界遺産 厳島神社と平和公園　呉 大和ミュージアム・尾道への旅」
　1日目：尾道（昼食、千光寺 ･文学のこみち散策）→宮島（国宝厳島神社見学）→安芸グランドホテル（宮島口、宿泊）
　2日目：広島 ( 平和公園、原爆ドーム、原爆資料館見学）→呉（大和ミュージアム、てつのくじら見学、昼食）
　　※姫路駅までは特急はまかぜを利用、それ以降は大型観光バスを利用します。
　　※ 2人部屋希望などで旅行代金に追加料金が発生することがあります。
　　※詳しくは、全戸配付したチラシをご覧ください。

●問い合わせ先　香美町民号旅行実行委員会（事務局：役場総務部企画課）


